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村政運営の基本的方向性を所信表明
戸田衛新村長が臨時会を招集
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平成 26年
第３回臨時会

臨時会のあらまし
　
平
成
26
年
７
月
15
日
に
、臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
本
会
議
で
は
、
本
年
７
月
19
日
で
任
期
満
了
と

な
る
農
業
委
員
会
委
員
に
、
議
会
か
ら
「
木
村
義
一
郎
氏

（
62
歳
）」、「
小
泉
利
喜
夫
氏
（
59
歳
）」、「
髙
谷
和
広
氏

（
50
歳
）」、「
田
中
良
孝
氏
（
65
歳
）」
の
４
人
を
推
薦
す

る
こ
と
で
決
定
。

　
戸
田
衛
村
長
か
ら
は
、
村
長
就
任
に
伴
い
、
今
後
の
村

政
運
営
の
基
本
的
方
向
性
に
つ
い
て
所
信
表
明
後
、
臨
時

会
に
提
出
し
た
契
約
案
件
５
議
案
に
つ
い
て
、
提
案
理
由

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
５
議
案
は
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 所信表明

●
新
納
屋
３
号
線
道
路
改
良
工
事

　
通
行
車
両
の
安
全
確
保
と
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
　

　
め
、
線
形
改
良
を
行
う
も
の
。

　
契
約
金
額
　
６
８
５
８
万
円

　
契
約
の
相
手
方
　
株
式
会
社  

鳥
山
土
木
工
業

●
防
災
行
政
用
無
線
施
設
更
新
整
備
工
事

　
防
災
行
政
用
無
線
の
老
朽
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
、

　
設
備
を
更
新
す
る
も
の
。

・
１
工
区

　
契
約
金
額
　
１
億
９
７
０
万
６
４
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方
　
畑
山
電
工  

株
式
会
社

・
２
工
区

　
契
約
金
額
　
９
７
９
５
万
６
０
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方
　
開
発
電
業  

株
式
会
社

・
３
工
区

　
契
約
金
額
　
９
６
８
７
万
６
０
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社  

河
原
木
電
業

●
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
購
入

　
老
朽
化
に
伴
い
更
新
す
る
も
の
。

　
契
約
金
額

　
３
３
７
６
万
８
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方
　
株
式
会
社  

青
工

契  約  案  件

初議会で所信表明する戸田衛村長

新村長プロフィール
生年月日
　昭和 22年１月 28日生
住　　所
　六ヶ所村大字鷹架字向田１-87
最終学歴　　
　昭和 40年３月 　青森県立野辺地高等学校卒
主な経歴
　昭和 40年８月 　六ヶ所村役場入職
　昭和 60年４月 　財政課長
　平成 2年４月 　企画課長
　平成 6年４月 　農林水産課長
　平成 12年４月   総務課長
　平成 14年３月 26日　六ヶ所村助役就任
　平成 19年４月 　法改正により助役から副村長に変更
　平成 26年３月 25日　六ヶ所村副村長任期満了
　平成 26年７月 7日　六ヶ所村長就任
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戸田衛新村長が臨時会を招集

所
信
表
明

村政運営の基本的方向性を 
　
村
長
選
挙
で
は
、「
よ
り
躍

進
　
よ
り
幸
福
に
」
を
村
政
の

基
本
理
念
と
し
て
、
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
む
つ
小
川
原
開
発
の
優
位
性

を
活
か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業

な
ど
の
振
興
を
図
り
、
重
要
課

題
に
効
果
的
に
対
応
し
、
村
民

一
人
ひ
と
り
が
経
済
的
に
も
精

神
的
に
も
満
た
さ
れ
た
生
活
の

実
現
を
先
導
す
る
「
暮
ら
し
に

ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
を
実
感
で
き

る
村
政
」
を
目
指
す
村
の
姿
に

掲
げ
、「
６
項
目
の
重
点
政
策
」

を
村
民
の
皆
様
に
訴
え
て
き

た
。

　　　
第
一
次
産
業
を
取
り
巻
く
共

通
課
題
と
し
て
、
従
事
者
の
高

齢
化
や
担
い
手
の
不
足
、
燃
油

の
高
騰
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
な
ど
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
再
構

築
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
農

業
は
、
農
地
の
集
積
や
集
団
化

な
ど
を
図
る
新
た
な
農
業
政
策

へ
の
支
援
、
６
次
産
業
化
へ
の

積
極
的
な
支
援
、
風
力
発
電
な

ど
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
、
組
織
化
し
た
経
営
に
よ
る

周
年
出
荷
が
可
能
な
ハ
ウ
ス
施

設
整
備
の
支
援
に
取
り
組
み
、

や
り
が
い
の
あ
る
農
業
の
実
現

を
目
指
す
。
漁
業
は
、
漁
場

造
成
や
ふ
化
・
放
流
・
育
成
事

業
な
ど
漁
業
者
と
村
や
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
資
源
管
理

型
漁
業
へ
の
転
換
に
力
を
注
ぐ

と
と
も
に
、
人
工
魚
礁
の
計
画

的
な
整
備
や
漁
港
の
整
備
も
進

め
、
資
源
回
復
、
収
入
の
安
定

に
努
め
る
。
酪
農
は
、
耕
畜
連

携
に
よ
る
飼
料
自
給
率
の
向
上

な
ど
飼
料
確
保
対
策
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
優
良
繁
殖
牛
の

導
入
支
援
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化

な
ど
を
推
進
す
る
ほ
か
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
組
織
強
化
の
促
進
を

行
い
、
酪
農
生
産
基
盤
の
強
化

に
つ
な
げ
る
。

　
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

事
業
は
本
村
発
展
の
基
盤
で
あ

り
、
再
処
理
工
場
の
本
格
操
業

が
柱
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
な

お
、
再
処
理
工
場
の
操
業
に
係

る
事
業
者
と
締
結
す
る
安
全
協

定
は
、
国
の
新
た
な
原
子
力
災

害
対
策
指
針
が
示
さ
れ
次
第
、

村
の
地
域
防
災
計
画
を
修
正
す

る
な
ど
、
村
民
の
安
全
確
保
を

第
一
義
と
し
て
慎
重
に
対
処
す

る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
の
着
実
な
推
進
の

た
め
、
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す

る
。

　
ま
た
、
イ
ー
タ
ー
の
原
型
炉

の
誘
致
、
風
力
や
太
陽
光
発
電

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
に
よ
る
雇
用
拡
大
や
税
収

確
保
に
努
め
る
。

　
商
工
会
や
各
種
団
体
と
の
連

携
を
深
め
、
村
内
の
中
小
企
業

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必
要

な
支
援
策
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
起
業
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
、
将
来
に
つ
な
が
る

産
業
基
盤
の
構
築
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
地
産
地
消
活
動
の
核

と
な
る
農
畜
水
産
物
お
よ
び
お

土
産
な
ど
の
販
売
を
行
う
特
産

物
販
売
施
設
を
整
備
し
、
第
一

次
産
業
お
よ
び
関
連
産
業
の
活

性
化
に
つ
な
げ
る
ほ
か
、
ホ
テ

ル
の
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
。

　　
村
民
の
誰
も
が
生
涯
を
健
康

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
、
健
康
寿
命
の

延
伸
の
実
現
に
向
け
、
健
診
受

診
率
を
段
階
的
に
向
上
さ
せ
、

健
診
受
診
率
青
森
県
一
を
目
指

す
。

　
ま
た
、
少
子
化
の
背
景
を
踏

ま
え
、
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用

の
場
の
確
保
や
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
支
援
、
若
者
の
定
住
促

進
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
誰
も
が
生
き
生
き

と
暮
ら
せ
る
高
齢
社
会
を
念
頭

に
お
き
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

対
策
や
高
齢
者
が
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
支
援
す
る
。

　
さ
ら
に
、
就
学
前
の
子
ど
も

に
教
育
と
保
育
の
一
体
的
な
提

供
が
可
能
と
な
る
認
定
こ
ど
も

園
制
度
の
導
入
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
福
祉
施
設
の
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
整
備
を
図
る
。

　
安
全
で
環
境
に
や
さ
し
い
教

育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
老

朽
施
設
の
改
修
や
時
代
の
要
請

に
応
じ
た
教
育
施
設
の
整
備
充

実
を
計
画
的
に
進
め
、
子
ど
も

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教

育
を
推
進
し
、
家
庭
や
地
域
と

連
携
し
な
が
ら
、
確
か
な
学
力

と
体
力
や
豊
か
な
心
を
養
い
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育

成
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
の

連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
や
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
次
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育
成
に
取
り

組
む
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
体
育
協
会
や
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
連
携
し
、
指
導
者
の
育

成
強
化
、
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の

育
成
支
援
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
児
童
が
放
課
後
を
安

全
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場

を
提
供
し
、
児
童
の
健
全
育
成

を
図
る
た
め
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
整
備
充
実
を
促
進
す

る
。

　
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、

常
に
村
民
の
安
全
安
心
を
最
優

先
に
総
点
検
し
、
防
災
拠
点
施

設
や
避
難
場
所
、
避
難
道
路
、

防
災
無
線
な
ど
の
情
報
伝
達
機

能
を
計
画
的
に
整
備
し
、
安
全

対
策
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
促

進
や
育
成
強
化
に
積
極
的
に
取

り
組
む
ほ
か
、
地
域
や
職
場
に

お
け
る
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
防
災
士
の
資
格
取
得
を

支
援
し
、
地
域
防
災
力
の
強
化

に
努
め
る
。

　
今
後
４
年
間
は
、
こ
れ
ま
で

の
村
政
の
歩
み
を
礎
と
し
て
、

常
に
村
民
の
皆
様
と
謙
虚
に
向

き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
、
村

政
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し

て
村
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
参
る
。

平成 26年
第３回臨時会

第
一
次
産
業
の
振
興

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
振
興

商

工

業

の

振

興

医
療
・
健
康
・
福
祉
の
充
実

教
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

防
災
対
策
の
強
化
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契約３件を可決
　泊地区製氷・貯氷施設は、既存施設の老朽

化が進んだことから、昨年度実施設計（事業
費約１７６０万円）を行い、来年３月末の完
成を目指し、建設工事が着手されました。

【施設の概要】
施設の構造：鉄筋コンクリート造３階建
製 氷 能 力：１日あたり８０トン
貯 氷 能 力：３２０トン（８０トン×４基）
計 画 面 積：約１，４００㎡

平成 26年
６月定例会

６月定例会のあらまし
　
26
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
13
日
ま
で
の
８

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
古
川
健
治
村
長
か
ら
３
期
12
年
の
実
績
を
振

り
返
る
と
と
も
に
消
費
税
増
税
や
社
会
保
障
制
度
の
抜
本

的
な
改
革
、
原
発
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
農
業
改
革
、
人

口
減
少
社
会
へ
の
対
応
な
ど
、
今
後
の
国
の
施
策
動
向
に

よ
る
村
民
生
活
へ
の
影
響
や
日
々
変
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
残
さ
れ
た
任
期
の
一
日
一
日
を
大
切
に
、

職
務
を
全
う
し
た
い
旨
報
告
し
た
う
え
で
、
上
程
し
た
議

案
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。

　
本
定
例
会
に
は
、
26
年
度
の
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す

る
７
会
計
の
補
正
予
算
お
よ
び
条
例
の
制
定
や
一
部
改

正
、
契
約
案
件
な
ど
25
議
案
、
25
年
度
の
８
会
計
お
よ
び

26
年
度
の
一
般
会
計
な
ら
び
に
税
条
例
の
一
部
改
正
な
ど

11
件
の
専
決
処
分
な
ど
41
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
３
人
の
議

員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
厳
し
く
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
簗
田
信
義
氏
を

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
ほ
か
、『
地
方
自
治
体
に
お

け
る
政
党
機
関
紙
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
勧
誘
・
配
布
・

販
売
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
要
請
す
る
決
議
を
求
め
る
陳

情
』、『
日
本
政
府
に
「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
決
断
と
行
動

を
求
め
る
」
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
』、『
最
低
賃

金
の
大
幅
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る

陳
情
』、
以
上
３
件
の
陳
情
に
つ
い
て
は
、
資
料
配
布
と

い
た
し
ま
し
た
。

　　
詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

老朽化が進んだ泊地区製氷・貯氷施設



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（5）第２９号

総工費約１４億円 建築工事など　

平成 26年
６月定例会

２７年３月完成に向け、泊地区製氷・貯氷施設の建設工事に着手

補
正
予
算
の
内
容

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
歳
出
は
、
人
事
異
動
に
伴
う
人
件

費
の
補
正
の
ほ
か
、
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
特

例
給
付
金
事
業
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
導
入
業
務
委
託
料
、
青

年
就
農
給
付
金
事
業
費
補
助
金
を
計
上
し
、
諸
支
出
金
に

財
政
調
整
基
金
積
立
金
を
追
加
し
、
歳
入
は
、
核
燃
料
物

質
等
取
扱
税
交
付
金
制
度
の
改
正
に
よ
る
追
加
、
平
沼

小
学
校
移
転
補
償
金
の
追
加
し
、
一
定
の
財
源
を
確
保

で
き
た
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
に
繰
り
戻
し
調
整

を
行
っ
た
結
果
、
５
億
２
１
０
８
万
１
千
円
を
追
加
し
、

１
３
９
億
４
０
９
３
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

に
お
い
て
、
地
方
税
法
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

を
追
加
し
た
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
（
千
歳
平
施
設
勘
定
）

お
よ
び
介
護
保
険
（
保
険
事
業
勘
定
）
の
２
会
計
で
は
、
人

事
異
動
な
ど
に
伴
っ
て
過
不
足
が
生
じ
る
人
件
費
に
要
す
る

経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

　
公
営
企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
に
お
い
て
、
旧
千
歳
水

源
地
解
体
工
事
費
の
労
務
単
価
上
昇
に
よ
る
工
事
費
を
追
加

し
た
ほ
か
、
農
業
集
落
排
水
お
よ
び
下
水
道
の
２
企
業
会
計

で
は
、
人
事
異
動
な
ど
に
伴
っ
て
過
不
足
が
生
じ
る
人
件
費

に
要
す
る
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の

で
す
。

　
な
お
、
６
月
定
例
会
の
各
会
計
ご
と
の
補
正
予
算
の
状
況

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

補 正 予 算 の 状 況
会　計　名 補　正　前 補　正　額 補　正　後

一　般　会　計 １３４億１９８５万６千円 ５億２１０８万１千円 １３９億４０９３万７千円

国民健康保険特別会計
（事業勘定）

１１億７４０９万９千円 ２６９万２千円 １１億７６７９万１千円

国民健康保険特別会計
（千歳平施設勘定）

８９３９万６千円 １２１２万円 １億　１５１万６千円

介護保険特別会計
（保険事業勘定）

９億４４８６万２千円 １３３１万９千円 ９億５８１８万１千円

水道事業会計
（収益的支出）

３億１３３９万６千円 ４９５万３千円 ３億１８３４万９千円

農業集落排水事業会計
（収益的支出）

１億　４４９万３千円 ７２万円 １億　５２１万３千円

下水道事業会計
（収益的支出）

６億５４２２万９千円 △３万円 ６億５４１９万９千円



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第２９号（6）

議案審議
条 例 等

放
課
後
児
童
健
全
育
成
施
設
条
例
の
制
定

　
こ
の
条
例
は
、
保
護
者
が
労
働
な
ど
の
理
由
で
日
中
家
庭
に
い

な
い
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象
に
、「
放
課
後
教
室
」
を
行

い
な
が
ら
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
必
要
事
項
に
つ
い

て
新
た
に
定
め
た
も
の
。

　「
放
課
後
教
室
」
は
、
村
内
小
学
校
周
辺
の
公
民
館
な
ど
の
公

共
施
設
で
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
南
小
学
校
周
辺
に
公
共
施
設
が

な
い
こ
と
か
ら
、目
的
達
成
の
た
め
新
た
に
建
設
し
、名
称
を
「
に

こ
に
こ
塾
」
と
し
て
、本
年
４
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
の
制
定

●
泊
地
区
製
氷
・
貯
氷
施
設
建
設
工
事

　
既
存
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
新
た
に
建
設
す
る
も
の

　
　
⑴
建
築
工
事

　
　
　
　
契 

約 

金 

額
　
５
億
２
２
０
万
円

　
　
　
　
契
約
の
相
手
方
　
丸
井
・
柏
崎
・
高
大
経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
者
　
丸
井
重
機
建
設  

株
式
会
社

　
　
⑵
電
気
工
事

　
　
　
　
契 

約 

金 

額
　
６
０
０
４
万
８
千
円

　
　
　
　
契
約
の
相
手
方
　
開
発
電
業  

株
式
会
社

　
　
⑶
自
動
製
氷
・
貯
氷
・
搬
送
設
備
工
事

　
　
　
　
契 

約 

金 

額
　
８
億
４
２
３
３
万
５
２
０
０
円

　
　
　
　
契
約
の
相
手
方
　
大
管
工
業  

株
式
会
社

●
明
神
橋
橋
り
ょ
う
改
修
工
事

　
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
改
修
す
る
も
の
　
　
　
　

　
　
　
　
　
契 

約 

金 

額
　
６
９
４
４
万
４
千
円

　
　
　
　
　
契
約
の
相
手
方

　
株
式
会
社  

岡
山
建
設

●
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
改
修
工
事

　
　
処
分
場
の
埋
立
量
が
計
画
高
に
達
し
た
た
め
、
新
た
に
堰
堤

　
　
を
整
備
す
る
も
の

　
　
　
　
　
契 

約 

金 

額
　
２
億
９
９
５
万
２
千
円

　
　
　
　
　
契
約
の
相
手
方

　
大
泉
建
設  

株
式
会
社

契
約
案
件

　
尾
駮
地
区
（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
東
側
）
に
建
設
す
る
屋
内
温

　
水
プ
ー
ル
用
地
を
取
得
す
る
も
の
。

　
　
　
取
得
面
積
　
　
約
１
万
１
７
２
７
㎡

　
　
　
取
得
価
格
　
　
約
１
億
７
６
万
６
千
円
　

不
動
産
の
取
得

●
平
沼
田
面
木
６
号
線

　
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
線
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
付
近
）
と
平
沼
田  

　
面
木
２
号
線
（
旧
平
沼
小
学
校
付
近
）
を
接
続
す
る
も
の
で
、

　
平
沼
地
区
の
生
活
道
路
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

　
　
今
後
、
実
施
設
計
、
用
地
確
保
し
て
、
28
年
度
中
に
供
用

　

開
始
予
定
。

　
　
計
画
で
は
、
延
長
約
２
５
０
メ
ー
ト
ル
で
幅
員
５
メ
ー
ト
ル

　（
車
道
部
４
メ
ー
ト
ル
）
で
整
備
す
る
予
定
。

村
道
路
線
の
認
定

南小学校に隣接した「にこにこ塾」

用地買収地
A=1,172,764㎡

六ヶ所村
医療センター

尾駮小学校

第一中学校

温水プール建設予定地
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六ヶ所村
（7）第２９号

一般質問

答
　
本
村
の
上
空
を
飛
行
す

る
三
沢
対
地
射
爆
撃
場
の
航

空
機
に
よ
る
騒
音
は
、
村
民

生
活
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。

　
村
で
は
、
こ
の
騒
音
問
題

が
村
民
に
と
っ
て
深
刻
な
環

境
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
、

こ
れ
ま
で
再
三
に
わ
た
り
、

騒
音
区
域
指
定
に
係
る
判
定

方
法
の
新
た
な
整
備
、
騒
音

区
域
指
定
の
見
直
し
、
事
務

所
お
よ
び
店
舗
な
ど
の
防
音

工
事
の
実
施
、
一
般
住
宅
の

外
郭
防
音
工
事
対
象
区
域
の

拡
充
の
実
施
な
ど
を
国
に
要

望
し
て
き
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
法
改
正

や
予
算
確
保
が
厳
し
い
状
況

か
ら
、
実
現
に
至
っ
て
い
な

髙
橋
　
文
雄 

議
員

訓練追加を容認するうえで、国に求める
住民対策は何か。

問

徹底した安全対策を求めていく。答

問
　
三
沢
対
地
射
爆
撃
場
を

使
用
し
た
空
対
地
射
爆
撃
訓

練
の
追
加
に
つ
い
て
、
村
長

は
、「
射
爆
撃
場
周
辺
に
騒

音
被
害
や
事
故
発
生
の
危
険

は
あ
る
が
、
我
が
国
の
平
和

と
安
全
を
確
保
し
て
い
く
う

え
で
必
要
な
措
置
」
と
し
て

容
認
し
た
う
え
で
、「
よ
り

一
層
の
住
民
対
策
を
国
に
求

め
て
い
く
。」
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
具
体
的
な
対
策
は

何
か
。

い
。

　
村
と
し
て
は
、
今
後
と
も

本
村
が
担
う
重
要
な
地
域
性

を
訴
え
て
い
く
と
と
も
に
、

具
体
的
要
望
事
項
な
ど
の
早

期
実
現
を
粘
り
強
く
要
請
し

て
参
り
た
い
。

　
ま
た
、
こ
の
た
び
の
移
転

訓
練
に
よ
る
航
空
機
騒
音
の

実
態
を
常
時
調
査
す
る
た

め
、
村
独
自
の
騒
音
測
定
器

に
よ
る
監
視
、
情
報
公
開
の

ほ
か
、
国
に
対
し
て
は
徹
底

し
た
安
全
対
策
を
求
め
て
い

く
。

答
　
１
点
目
に
つ
い
て
は
、

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
被
害

者
や
そ
の
家
族
な
ど
が
十
分

な
支
援
を
受
け
ら
れ
ず
、
社

会
で
孤
立
す
る
こ
と
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
犯
罪
被
害
者
な
ど
が

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
、
本
村
で
は
具
体
的
な
相

談
事
例
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
相
談
に
は
、

各
種
支
援
制
度
の
案
内
、
顧

問
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談

や
法
テ
ラ
ス
、
県
交
通
相
談

所
の
紹
介
、
野
辺
地
地
区
犯

罪
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
へ
の
情
報
提
供
な
ど

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
内
閣
府
の
発
表
に
よ
る

と
、
全
国
で
同
法
に
関
す
る

条
例
の
制
定
は
約
20
％
の
市

町
村
で
、
県
内
で
制
定
し
て

い
る
市
町
村
は
な
い
が
、
県

や
警
察
な
ど
の
意
見
を
聞

き
、
野
辺
地
警
察
署
管
内
の

自
治
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
検
討
し
て
参
り
た
い
。

　

　
２
点
目
に
つ
い
て
は
、
防

犯
・
交
通
指
導
隊
は
、
交

番
・
駐
在
所
な
ど
を
中
心
に

４
地
区
で
組
織
化
さ
れ
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
白
黒
塗
装

の
パ
ト
カ
ー
仕
様
車
に
固
定

式
青
色
回
転
灯
を
装
備
し
た

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を

２
台
、
公
用
車
と
兼
用
の
着

脱
式
青
色
回
転
灯
を
装
備
し

た
防
犯
指
導
車
を
１
台
配
車

し
、
活
動
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
今
後
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
車
の
配
備
を
進
め
、

隊
員
の
安
全
を
図
っ
て
参
り

た
い
。

　
３
点
目
に
つ
い
て
は
、
交

通
安
全
施
設
と
し
て
の
歩
道

お
よ
び
街
路
灯
の
整
備
の
必

要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る

が
、
県
で
は
、
優
先
度
の
高

い
路
線
か
ら
整
備
を
進
め
、

住
民
の
安
全
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
、
村

内
に
歩
道
整
備
の
計
画
は
現

時
点
で
は
な
い
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
街
路
灯
の
整
備

は
、
交
差
点
、
橋
梁
お
よ
び

見
通
し
の
悪
い
急
カ
ー
ブ
な

ど
に
事
故
防
止
の
た
め
に
設

置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
以
外
の
箇
所
に
は
設
置
し

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
村
と
し
て
は
、
必
要
な
箇

所
の
歩
道
と
街
路
灯
の
整
備

に
向
け
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
て
要
望
し
て
参
り
た
い
。

問
　
国
道
の
歩
道
と
街
路
灯
の
整
備
に
つ
い
て

　
　
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
の
で
、
機

　
　
会
を
捉
え
て
要
望
し
た
い
。

問
　
村
民
の
安
全
・
安
心
対

策
に
つ
い
て
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

⑴
平
成
16
年
に
犯
罪
被
害
者

　
等
基
本
法
が
成
立
し
、　

　
全
国
的
に
条
例
の
制
定
が

　
広
ま
っ
て
い
る
が
、
安
全

　
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
の
た
め
に
、
犯
罪
被
害
者

　
等
支
援
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

　
て
い
る
か
。

⑵
防
犯
・
交
通
指
導
隊
員
の

　
活
動
中
の
安
全
対
策
と
し

　
て
、
車
両
の
整
備
が
急
務

　
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

⑶
国
道
３
３
８
号
の
歩
道
と

　
街
路
灯
の
整
備
は
、通
学
・

　
通
勤
者
は
も
ち
ろ
ん
、
す

　
べ
て
の
住
民
の
安
全
対
策

　
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、

　
そ
の
整
備
に
つ
い
て
ど
の

　
よ
う
に
考
え
る
か
。

三沢基地に配備が計画されている「F-35A」



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第２９号（8）

一般質問

答
　
１
点
目
に
つ
い
て
は
、

千
歳
平
小
学
校
は
昭
和
52
年

３
月
に
校
舎
・
講
堂
が
建
設

さ
れ
、
そ
の
後
、
61
年
12
月

に
校
舎
を
増
築
し
、
建
設
当

初
か
ら
37
年
が
経
過
し
て
い

る
。

岡
山

　
勝
廣 

議
員

千歳小中学校の老朽化を
　　　　　どのように認識しているか。

問

児童の安全確保の観点から環境整備が
　　　　　　　　　必要と認識している。

答

　
ま
た
、
千
歳
中
学
校
の
校

舎
は
、
42
年
６
月
に
建
設
さ

れ
47
年
が
経
過
し
、
講
堂
は

平
成
４
年
３
月
に
建
設
さ
れ

22
年
が
経
過
し
て
い
る
。

　
両
校
と
も
、
老
朽
化
が
進

み
、
壁
、
床
の
亀
裂
や
ア
ル

ミ
製
の
防
音
建
具
の
劣
化
な

ど
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、

児
童
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
環
境
を
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
２
点
目
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
に
少
子
化
傾
向
が
続
く

中
、
本
村
も
少
子
化
の
波
を

受
け
、
児
童
生
徒
数
を
10
年

前
と
比
較
し
て
千
歳
平
小
学

校
は
１
０
７
名
か
ら
83
名
と

24
名
減
少
し
、
千
歳
中
学
校

で
は
51
名
か
ら
36
名
と
15
名

減
少
し
、
両
校
と
も
減
少
率

は
20
％
強
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お

い
て
、
統
合
の
基
本
的
考
え

方
は
通
学
距
離
、
学
校
規

模
、
あ
る
い
は
学
校
維
持
管

理
費
、
教
育
効
果
な
ど
を
総

合
的
に
考
慮
し
つ
つ
、
地
域

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
方
々
の

理
解
と
協
力
な
く
し
て
は
難

問
　
千
歳
平
小
学
校
で
は
、

校
地
周
辺
の
フ
ェ
ン
ス
の
破

損
、
金
網
の
破
れ
な
ど
が
進

み
、
児
童
の
安
全
確
保
と
い

う
面
で
は
大
変
危
険
な
状
況

に
あ
る
。

　
ま
た
、
洋
式
ト
イ
レ
も
１

か
所
１
台
で
不
便
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
千
歳
中
学
校
は
、

体
育
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ェ

ン
ス
の
痛
み
や
放
送
設
備
の

不
良
、
ト
イ
レ
や
校
内
水
回

り
の
不
具
合
、
電
話
機
の
老

朽
化
な
ど
、
校
内
設
備
機
器

の
老
朽
化
が
進
み
、
不
適
合

な
状
況
で
あ
る
。

　
両
校
の
築
年
数
か
ら
建
て

替
え
段
階
と
言
え
な
く
も
な

い
が
、
現
下
の
少
子
化
の
進

展
と
教
員
の
大
量
退
職
、
厳

し
い
教
育
行
財
政
制
度
上
の

問
題
な
ど
に
思
い
馳
せ
る

と
、
単
な
る
建
て
替
え
よ
り

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

地
域
の
方
々
と
教
育
環
境
な

ど
に
か
か
わ
る
教
育
懇
談
会

な
ど
を
開
催
し
、
意
見
、
要

望
を
聞
く
と
と
も
に
児
童
数

の
推
移
と
村
全
体
の
教
育
計

画
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
参
り
た
い
。

　
３
点
目
に
つ
い
て
は
、
全

体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
と

統
合
化
と
切
り
離
し
て
学
校

管
理
者
と
連
絡
を
密
に
し
、

危
険
箇
所
の
改
善
を
図
り
な

が
ら
児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
に
努
め
、
教
育
環
境
の
充

実
に
努
め
て
参
り
た
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
望
ま

し
い
学
校
運
営
と
児
童
生
徒

も
他
校
へ
の
統
合
化
も
考
え

ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
学
校
の
統
廃
合

に
は
、
教
育
条
件
の
整
備
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編

問
題
の
ほ
か
、
地
域
防
災
な

ど
の
複
合
的
な
問
題
も
あ

り
、
国
で
は
「
学
校
の
持
つ

地
域
的
意
義
を
考
え
て
、
十

分
に
地
域
住
民
の
理
解
と
協

力
を
得
て
行
う
よ
う
努
め
る

こ
と
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
丁
寧
な
進
め
方
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
以
下
の
３
点
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

⑴
千
歳
平
小
学
校
、
千
歳
中

　
学
校
の
老
朽
化
が
進
ん
で

　
い
る
現
状
に
つ
い
て
、
ど

　
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

　
か
。

⑵
抜
本
策
と
し
て
、
建
て
替

　
え
と
他
校
へ
の
統
合
化
が

　
考
え
ら
れ
る
が
、
村
で
は

　
ど
の
く
ら
い
の
期
間
で
い

　
ず
れ
か
の
方
向
性
を
出
そ

　
う
と
し
て
い
る
の
か
。

⑶
児
童
生
徒
の
教
育
環
境
の

　
安
全
性
、
快
適
性
、
公
平

　
性
を
確
保
す
る
た
め
の
改

　
善
は
、
抜
本
策
と
切
り
離

　
し
て
実
施
す
べ
き
で
は
な

　
い
か
。

老朽化が進む千歳平小学校

破損している校地周辺のフェンス

の
学
力
向
上
を
図
り
、
教
育

効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、

子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る
た

め
の
対
策
や
快
適
な
学
校
環

境
の
整
備
が
最
重
要
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

老朽化が進む千歳中学校



議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（9）第２９号

一般質問

答
　
平
成
14
年
７
月
７
日
、
い

わ
ば
七
夕
選
挙
で
村
民
の
皆
様

の
負
託
を
受
け
て
村
長
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
以
来
３

期
12
年
間
に
わ
た
る
村
政
運
営

に
、
村
民
の
皆
様
や
村
議
会
の

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
職
員
と
と
も

に
、
村
政
へ
の
信
頼
回
復
と
、

む
つ
小
川
原
開
発
の
歴
史
的
背

景
を
踏
ま
え
、
本
村
が
抱
え
る

重
要
課
題
で
あ
る
原
子
燃
料
サ

イ
ク
ル
事
業
や
イ
ー
タ
ー
を
は

じ
め
、
産
業
・
福
祉
・
教
育
な

ど
の
課
題
解
決
の
た
め
、
本
村

の
自
然
豊
か
な
地
域
性
を
最
大

限
に
活
用
し
て
、
村
民
の
幸
せ

と
村
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

仕
事
を
不
退
転
の
決
意
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
１
期
目
は
、
信
頼
回
復
を
図

る
た
め
、
入
札
制
度
の
改
革
を

は
じ
め
情
報

　
公
開
の
推
進
や

村
長
室
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
行

う
な
ど
、
村
民
と
の
触
れ
合
い
、

開
か
れ
た
村
政
運
営
の
執
行
に

努
め
た
。

　
２
期
目
は
、
総
合
的
か
つ
長

期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
第
３
次
六
ヶ
所
村
総
合
振

興
計
画
を
策
定
し
、「
躍
進
・

橋
本
　
　
勲 

議
員

３期（１２年）の村政運営、
　　　　　　その自己評価はいかがか。

問

一定の評価をしていただいていると思って 　　
　　いるが、全体的評価は歴史に委ねたい。

答

発
展
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、

夢
と
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
な

ど
７
項
目
の
施
策
の
実
現
に
鋭

意
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
３
期
目
は
、
生
ま
れ
育
て
て

い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と
へ
の
恩

返
し
、
そ
の
集
大
成
と
位
置
づ

け
、「
豊
か
で
活
力
あ
る
住
み

よ
い
村
　
六
ヶ
所
」
を
よ
り
一

層
推
進
す
る
た
め
、
精
い
っ
ぱ

い
心
を
込
め
て
頑
張
っ
て
き

た
。

　
振
り
返
る
と
、
我
な
が
ら
驚

く
ほ
ど
の
速
さ
で
12
年
間
が
過

ぎ
去
り
、
こ
れ
ま
で
の
村
政
運

営
に
多
く
の
村
民
、
議
員
、
職

員
の
皆
様
の
お
力
添
え
な
く
し

て
実
現
で
き
た
こ
と
は
何
一
つ

な
か
っ
た
。
私
の
力
不
足
で
期

待
に
添
え
な
か
っ
た
部
分
も

あ
っ
た
か
と
思
う
が
、
誠
心
誠

意
努
力
を
傾
け
た
と
い
う
自
負

も
あ
る
し
、
多
く
の
仕
事
と
職

責
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
こ
の
上
な
く
光
栄
で
あ

り
、
誇
り
に
も
思
っ
て
い
る
。

　
村
政
運
営
の
自
己
評
価
は
、

一
定
の
評
価
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
る

が
、
全
体
的
な
評
価
は
、
議
員

の
皆
様
や
後
世
の
方
々
、
い
わ

ば
歴
史
に
委
ね
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
問
　
３
期
に
わ
た
っ
て
の

村
政
運
営
に
つ
い
て
、
自
己

評
価
を
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。
　

問
　
米
と
畜
産
の
具
体
的
な
対
策
は
。

答
　
品
質
向
上
と
コ
ス
ト
削
減
に
努
力
し
た
い
。

問
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
農
業
の
重
要
５

品
目
の
中
で
、
本
村
は
米
と

畜
産
に
大
き
な
影
響
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
そ
の
場
合
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

る
の
か
。

答
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
交
渉
中
で
あ
る

が
、
国
外
の
低
廉
な
農
産
物
が

輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
国

内
の
米
や
畜
産
物
な
ど
の
消
費

が
減
少
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
一
層
、
安
心
安

全
か
つ
品
質
の
よ
い
農
産
物
を

生
産
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
　

　
米
で
は
、
土
地
改
良
事
業
な

ど
を
取
り
入
れ
た
圃
場
の
基
盤

整
備
が
必
要
と
考
え
る
。
国
も
、

半
世
紀
ぶ
り
の
水
田
農
業
の
改

革
と
し
て
各
種
事
業
を
打
ち
出

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
稲
作
農

家
の
負
担
軽
減
策
に
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
。

　
畜
産
で
は
、
経
営
規
模
拡
大

と
と
も
に
、
輸
入
粗
飼
料
の
価

格
変
動
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
給

粗
飼
料
確
保
の
た
め
、
稲
作
農

家
と
の
連
携
を
図
り
、
効
率
的

な
畜
産
経
営
へ
誘
導
し
て
参
り

た
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
村
の

農
産
物
の
一
層
の
品
質
向
上

と
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
力

し
、
足
腰
の
強
い
経
営
体
に
し

て
参
り
た
い
。

答
　
県
は
、
宮
城
県
か
ら
当
協

議
会
へ
の
参
加
を
打
診
さ
れ
、

施
設
の
早
期
実
現
に
向
け
た
機

運
醸
成
や
産
業
利
用
ニ
ー
ズ
な

ど
の
調
査
検
討
を
行
う
も
の

で
、
特
定
の
地
域
に
誘
致
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
５

月
23
日
付
で
参
加
を
承
諾
し
た

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
当
協
議
会
は
、
個
別
の
要
望

活
動
と
一
線
を
画
し
、
特
定

地
域
の
誘
致
を
目
的
と
す
る
も

の
で
は
な
い
も
の
の
、
放
射
光

施
設
の
整
備
は
、
新
む
つ
小
川

原
開
発
基
本
計
画
に
も
明
記
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
も
誘
致
活
動
を

行
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
の

で
、
村
と
し
て
は
、
当
協
議
会

の
活
動
を
注
視
し
つ
つ
、
情
報

を
収
集
し
な
が
ら
本
村
の
意
見

を
反
映
で
き
る
よ
う
関
係
機
関

に
働
き
か
け
て
参
り
た
い
。

　

答
　
本
件
は
、
現
在
係
争
中
の

た
め
、
判
決
そ
の
も
の
に
は
コ

メ
ン
ト
を
差
し
控
え
た
い
。

　
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、
原
子
力

規
制
委
員
会
に
お
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
審
査
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
述
べ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
４
月
に
閣
議
決
定

　
問

　
福
井
地
裁
に
よ
る
大

飯
原
発
の
３
・
４
号
機
の「
再

稼
働
認
め
ず
」
と
の
判
決
に

よ
り
、
他
の
原
発
へ
の
影
響

と
国
民
の
安
全
性
に
対
す
る

不
信
感
が
、
よ
り
一
層
募
る

も
の
と
思
う
が
、
サ
イ
ク
ル

事
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で

明
記
し
て
い
る
規
制
基
準
に
適

合
し
た
原
発
の
再
稼
働
の
方
針

に
つ
い
て
は
、
変
更
は
な
い
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
サ
イ
ク

ル
事
業
へ
の
影
響
は
少
な
い
も

の
と
受
け
と
め
て
い
る
。

問
　
大
型
放
射
光
施
設
に
つ

い
て
は
、「（
仮
称
）
東
北
放

射
光
施
設
推
進
協
議
会
」
が

東
北
に
誘
致
へ
と
報
道
さ
れ

た
が
、
本
県
が
ど
う
い
う
立

場
で
関
与
す
る
の
か
。

　
ま
た
、
本
村
と
し
て
希
望

や
意
見
を
述
べ
る
よ
う
な
機

会
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第２９号（10）

委 員 派 遣

雪山センタープロジェクト

　道路の除排雪で発生する年間約１０万トンの
雪を、町内数か所の雪捨て場に分散し、春には
融雪作業をして、「ただ捨てられるだけの雪を
エネルギーとして活用」しようとして考えられ
たのが、沼田式雪山センター。
　雪利用施設の建設コスト削減のために、
５０００トン以上の雪山を形成し、１年中冷熱
に用いる雪を備蓄し、１トンあたり千円で販売
している。
　また、真夏のイベントとして、スキーやスノ
ボー、雪合戦などを行う ｢雪夏祭｣ の会場とし
ても使われている。

町内の雪利用施設

　生涯学習総合センター（貯雪量：３８５トン）、

養護老人ホーム（貯雪量：４９７トン）のほ

か、農業後継者や新規就農希望者の支援をおこ

なうための就農支援実習農場の椎茸発生棟（貯

雪量：８６トン）やイチゴ栽培ハウス（貯雪量：

７６５トン）などの公共的な施設に加え、生花

店や個人住宅など幅広く利活用がされている。

沼田町の主な雪中ブランド品

　雪冷籾貯蔵 ｢雪中米｣ のほかに、夏は雪の
冷熱源で椎茸の生育に一番良い環境づくりをし
て育てている ｢雪中椎茸｣、北海道を代表する
大雪山連峰から湧き出る名水を原料に造った酒
を、雪中蔵に貯蔵し、お酒に最適な摂氏０度の
好環境で貯蔵し、一層まろやかで旨みののった
酒に変身させた雪中貯蔵酒 ｢雪なごり｣ のほ
か、雪室貯蔵 ｢雪中みそ｣ や雪中手打ちそ
ばなどがある。

沼田町の特徴ある施策

　町への定住促進対策として、様々な奨励金
制度を設けている中で、①町内に土地を購入し
て１年以内に住宅を新築（150 万円）、②町内
の融雪溝設置路線沿いに新築（150 万円）、③

2世帯住宅を新築（50万円）、④購入した土地
に所在する建物を取り壊し、撤去して新築（100
万円）の４つの条件が揃うと４５０万円の助成
が受けられる。

家を建てて住むと最高で４５０万円を助成

雪冷熱を冷房に活用している生涯学習総合センター

雪中椎茸を栽培している椎茸発生棟

真夏の雪山センター
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５０００トン規模の雪山を形成し

雪冷熱エネルギーを多産業に活かす沼田町を視察
　去る７月２８日から３１日にかけて、
全議員で視察研修を実施いたしました。
今回の視察研修では、さけ・ますに関わ
る様々な研究を行っている ｢北海道区水
産研究所｣、放射性廃棄物の中で最もレ
ベルの高い高レベル放射性廃棄物の地層

処分の研究を行っている ｢幌延深地層研
究センター｣、雪の冷熱を利活用して町
の活性化に取り組み「沼田町」を視察し
ました。
　今回の紙面では、「沼田町」の視察内
容をご紹介いたします。

沼田町の概要

　同町は、北海道のほぼ中央に位置し、札幌
市から約１００km、旭川市から約４５kmに
所在し、総面積が２８３．２１㎢（六ヶ所村は
２５３．０１㎢）、人口約３，３００人の町。平

たん部では水田、丘陵地では牧場や畑作が盛ん
で、年間の降雪量は約１１ｍの豪雪地帯で、Ｎ
ＨＫ連続テレビ小説「すずらん」の舞台となっ
た町です。

雪との共生のきっかけ

　町の基幹産業のひとつである水稲に着目し、
米を籾の状態で雪冷熱を利用して貯蔵した結
果、新米と古米の基準とされる脂肪酸度が５
年間貯蔵しても新米基準を超えないことが分か
り、平成８年にスノークールライスファクト
リー（米穀低温貯留乾燥調製施設）を完成させ、
２５００トンの籾を貯蔵し、雪冷籾貯蔵 ｢雪中
米｣ のブランド化に成功した。
　同町では、この雪中米をふるさと納税者にお
礼として配っていることもあり、地元でも滅多
に手に入らない逸品となっている。

雪と共生するまちづくり

　毎年１０ｍを超す大雪に見舞われる同町が、
「厄介者の雪を何かに活用できないか。」、「雪を
エネルギーとして利用できないか。」、「雪でま
ちを元気にできないか。」などの思いから、平
成１４年６月２１日に①雪を活用した新しい産
業の創造と形成を目指す。②雪への理解を深め、
一人ひとりが雪に親しみ、雪と共存するための
活動を進める。③雪国に生きる者としての誇り
を持ちながら、明るく豊かなまちづくりを推進
する。以上３点を目標に掲げ、雪と共生する
まちづくりを目指して、輝け雪のまち宣言
を行った。 町の概要を説明する杉本邦雄沼田町議会議長

ブランド化に成功した雪冷籾貯蔵「雪中米」
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９月定例会会期日程（案）
日　　　程 月　 日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第 １日目 ９月 ５日（金） 本会議 (午前 10 時 )
開会、提出議案上程・説明、
委員会付託　　　　　　 　

第 ２日目 ９月 ６日（土） 休日休会

第 ３日目 ９月 ７日（日） 休日休会

第 ４日目 ９月 ８日（月） 本会議 (午前 10 時 ) 一般質問

第 ５日目 ９月 ９日（火） 休　　会 常任委員会※1

第 ６日目 ９月 10 日（水） 休　　会 特別委員会※1

第 ７日目 ９月 11 日（木） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議

第 ８日目 ９月 12 日（金） 本会議 (午前 10 時 ) 議案審議、委員長報告、閉会

※議会の日程は、変更されることがあります。

議会を監視するのは『あなた』です。
６月定例会の傍聴人は 50人でした。
あなたも議会の傍聴をしてみませんか。
傍聴は村政を知る良い機会です。

定例会は、３月、６月、９月、12 月の年４回
開催されます。
臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局 Tel 72 － 2111（内線 411
または 412）へお尋ねください。

議会
傍聴

※１ 各委員会の開催時間などについては、詳細が決まり次第、ホームページでお知らせします。
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　去る７月２５日（金）、東通村オフサイトセン
ターにおいて、本村議会をはじめ横浜町、野辺
地町、東通村議会議員が一堂に会し合同研修会
を行いました。
　今回の研修は、共通の課題を抱える４町村議
会相互の親睦を深めることを目的として行なっ
たもので、当日は、オフサイトセンターの概要

や東通原子力発電所の防災対策について、東通
原子力規制事務所の宮崎副所長から説明を受け
ました。
　また、同センター内のテレビ会議システムを
使った本部 ( 原子力規制委員会 ) とのやり取りを
直接見せていただき、万が一の原子力災害時の情
報共有の方法などを確認することができました。

４町村の議会議員に説明する宮崎副所長 説明を受ける議員（手前が４町村議会の議長）


